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　波賀町に入ったとたんに雪、雪、雪
である、29号線は真っ白で昨夜のうち
にどっさり降ったようだ。
大屋への分岐からはとんでもない大雪
であった、にも関わらずスキーヤーや
ボーダーが目立つ。
今日は舞と彼氏、明日香は初めての
ボードを楽しむ、帰る頃にはなんとか
形になっていたようだ。

　我々は、午前は大雪の中をスノー
シュー履いて藤無山に登る。
　大阪のスーパーレディー、タシロン
は何から何まですべて新品で今シーズ
ンから山スキーも仲間入りだ。シューズはツ
アーブーツTR-12にワカンを付け、ピッケルを
持つ姿もサマになっている。やはり雪山には
ピッケルがよく似合う。
　小西嬢は6日と7日に峰山で経験しているの
で慣れたものだが、何せ今日の寒さはリフト
最終地点で－5度、おまけに視界悪しで終始雪
が降っているのでとまどいがちだった。
　貴司は、高価なシューズハンワグでワカン
を付けて、ピッケル装備、この寒さでも全然
足先は冷たくならなかったそうだ。

2001.1月 14日（日） 藤無山ワカン＆大屋ゲレンデスキー 天　　候＞＞＞雪/晴

                 メンバー
大塚Family(賢一45才、貴司21才、
                       舞 1 9才、明日香16才）
福迫順一38才
清水健太19才
田代恵子36才
小西雅美31才
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　福迫氏はワカンを付けているものの
下山ではこの深雪の新雪を滑ってやろ
うと、60cm のミニスキーをザックに
ちゃっかり忍ばせている。

　年末に来た時と同じくトレースは全
く無く、また根雪も少なく昨日に積

もった30～40cm程の雪をかき分けて一列縦隊
で登っていく。今日の雪は気温がよく冷えてい
るせいもありパウダーまじりなので深雪でもあ
まり疲れを感じさせない。
　杉林のトラバース地点も間違わずひたすら山
頂を目指して登っていく。
900ｍを越えたあたりから積雪も多くなり杉林
に付いた雪がモンスターとなっている。大自然
が作り出す造形美はいつも形を変えているので
いつ見ても素晴らしい。
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　山頂では温度計が－7度を刺していた。雪は相変わらず降り続いて
いるが幸いにも風がないので早速ツェルトを2枚張っ
て、ラーメンタイムにとりかかるがよく冷えているの
で手袋もガチガチに凍って思うように動かない。タシ
ロンも雪溶かしラーメンには満足したようだ。昼食を
済ませるころ、青空が見えはじめた。やはり白い雪に
は真っ青な青空がよく似合う。山頂に登頂プレートを
飾ってきた。

　下山途中に15名ほどのミックスの老年パーティーと
行き違う。フル装備に身を固めてはいるがすごいパ
ワーである、私もいつまでもあやかりたいものである。

　下山後、子供達と合流し2時間券で新雪のパウダー
スノーを滑りまくった。今週は木曜日まで雪が降り続
くそうだから週末天気さえ良ければいつになく雪とた
わむれられそうだ。

ツェルト張ってラーメンタイム貴司　　　私　小西　福迫　　田代 健太　　　　 舞　　　　明日香

ミニスキーでカッ飛ぶ
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